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問   題 
 近年の雇用を取り巻く変化の一つとして，パートやアルバイトなどの非正規従業員の数の伸
びが挙げられる。総務省の 2001年 2月の労働力調査特別調査では正社員数は前年度比 10万人
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わってくると考える理論の一つにパス・ゴール理論(House,1971;House & Dessler,1974;House 
& Mitchell,1974)がある。House(1971)のパス・ゴール理論ではリーダー行動の有効性に及ぼす






































































































方   法 
 大手アルバイト情報誌Ａ社からの要請に協力を承諾した関西の 26 事業所を対象として質問




  有効回答数は人事担当者用 21，管理者用 96，従業員用 439であった。従業員のデータの内
訳は，正社員 6人，パート・アルバイト 409人，派遣社員 3人，契約社員 17人，その他 2人，
不明 2人である。そのうちパート・アルバイトのデータのみ使用した。パート・アルバイトの
うち女性 232人，男性 177人。年齢の平均 23.95才，標準偏差 7.90。勤続年数は平均 2.38年，
標準偏差 1.86。現在勤務する会社や店での時給の平均は 867.14円，標準偏差 427.26。職種及
び正社員との仕事内容の違いを表 1に，その他の基本データを表 2にのせた。何らかの学校に
在学している学生アルバイトが全体の 53.3%を占めている。 




















職種 人数 ％ 
 事務  28  6.8 
 企画・広報・宣伝   3   0.7 
 財務・会計・経理   2   0.5 
 販売・営業  31   7.6 
 サービス 261  63.8 
 専門・技術   3   0.7 
 建築・土木・施工現場   2   0.5 
 調理  39   9.5 
 製造・生産   2   0.5 
 その他  33   8.1 
  不明   5   1.2 
     計 409   100 
   
正社員との仕事の違い 人数 ％ 
 正社員と全く同じ内容 110  26.9 
 正社員と一部同じ内容 214  52.3 
 正社員の仕事の補助  64  15.6 
 正社員とは全く別の仕事  10   2.4 
 その他   5   1.2 
  不明   6   1.5 
     計 409   100 
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部下の自分自身の仕事の能力水準の知覚 従業員が自分の仕事の能力をどの程度のものと知
覚しているかを知るために「仕事はよくできるほうだ」という項目を使用した。この項目も 1
（そう思わない）から 5（そう思う）までの 5段階評定尺度である。 
従属変数 職務満足感 3種類の職務満足感を測定した。 
表２ 調査対象としたパート・アルバイトで働く人々の基本データ 
未既婚別 人数 ％ 
 未婚 336 82.2 
 既婚  66 16.1 
 離婚・死別   7  1.7 
     計 409 100.0 
   
学歴 人数 ％ 
 中学卒  20  4.9 
 高校在学中  21  5.1 
 高校卒  96 23.5 
 専修学校・各種学校在学中  24  5.9 
 専修学校・各種学校卒  17  4.2 
 短大・高専在学中  22  5.4 
 短大・高専卒  36  8.8 
 大学在学中 150 36.7 
 大学卒  12  2.9 
 大学院在学中   1  0.2 
 大学院卒   1  0.2 
 その他   5  1.2 
  不明   4  1.0 
      計 409 100.0 
   
１ヶ月に得ている収入 人数 ％ 
 ３万円未満  11  2.7 
 ３～４万円未満  22  5.4 
 ４～５万円未満  29  7.1 
 ５～６万円未満  31  7.6 
 ６～７万円未満  31  7.6 
 ７～８万円未満  63 15.4 
 ８～10万円未満  66 16.1 
 10～12万円未満  69 16.9 
 12～15万円未満  44 10.8 
 15～20万円未満  33  8.1 
 20万円以上   8  2.0 
  不明   2  0.5 
    計 409 100.0 
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②リーダーに対する満足感 「上司との人間関係」「上司の指導力」の 2 項目それぞれに対し
てどれぐらい満足しているかを 1（非常に不満）から 7（非常に満足）の 7段階評定尺度で答えを
求め，2項目の平均をとった。点が大きいほど満足感が高いことを示す。 
③外発的満足感 「福利厚生」「会社やお店の施設・設備」「給与水準」の 3項目それぞれに対
してどれぐらい満足しているかを 1（非常に不満）から 7（非常に満足）の 7段階評定尺度で答え
を求め，3項目の平均をとった。点が大きいほど満足感が高いことを示す。 

















能力水準の知覚との組み合わせの 2×3の 6群のそれぞれにおいて，従属変数を 3種類の職務
満足感，独立変数を構造づくり，配慮，交互作用にして，各変数を標準化した後，重回帰分析
を行った。その結果を表 5に示した。仕事に対する全般的満足感に関して言えば，仮説が支持
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 mean とりうる値 std α係数 ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
１全般的満足感 3.25 1～5 0.91 0.87 .428＊＊＊ .309＊＊＊ .322＊＊＊ ―.094＋＊＊  .325＊＊＊   .143＊＊＊ 
２リーダーに対
する満足感 
4.40 1～7 1.45 0.86  .412＊＊＊ .198＊＊＊ ―.301＊＊＊  .562＊＊＊  ―.081＊＊ 
３外発的満足感 3.78 1～7 1.06 0.56   .151＊＊＊ ―.177＊＊＊  .220＊＊＊ ― .109＋＊＊
４自律性 3.04 1～5 0.97 0.60    ―.084＋＊＊  .184＊＊＊   .261＊＊＊ 
５構造づくり 2.91 1～5 1.16 0.73     ―.185＊＊＊   .041＊＊＊ 
６配慮 3.23 1～5 1.10 0.76       ―.029＊＊＊＊ 
７能力の知覚 3.29 1～5 1.08 ―       
N=402～408    ＋p<.1, ＊p<.05, ＊＊p<.01, ＊＊＊p<.001 
 
表４ 事業所による自律性の違いを見るための分散分析 
Source DF SS MS F Pr > F 
事業所  24  61.484 2.562 3.08 0.0001 
Error 383 318.140 0.831   





自律性大・能力の知覚高群（自律性平均= 3.90，能力の知覚平均= 4.317, N=101) 
 従属変数＼独立変数 構造づくり 配慮 交互作用 決定係数 
 全般的満足感 0.058(―0.59)  0.325(3.31)**   ―0.090(―1.03)  0.105** 
 リーダーに対する 
満足感 
―0.120(―1.40)  0.530(6.14)***  ―0.036(―0.47)  0.313*** 
 外発的満足感 - 0.016(0.16)  0.148(1.44)**  ―0.024(―0.26)  0.021*** 
自律性大・能力の知覚低群（自律性平均=3.57，能力の知覚平均=1.667, N=20～21) 
 従属変数＼独立変数 構造づくり 配慮 交互作用 決定係数 
 全般的満足感 ―0.457(―2.14)* 0.250(1.14) ―0.211(―1.16) 0.466* 
 リーダーに対する 
満足感 
―0.508(―2.34)* 0.061(0.28) ―0.263(―1.42) 0.419* 
 外発的満足感 ―0.098(―0.39) 0.408(1.58) ―0.132(―0.61) 0.230 
自律性小・能力の知覚高群（自律性平均=2.339，能力の知覚平均=4.452, N=62) 
 従属変数＼独立変数 構造づくり 配慮 交互作用 決定係数 
 全般的満足感 -0.107(0.79) 0.125(0.95) ―0.165(―1.39) 0.050 
 リーダーに対する 
満足感 
―0.259(―2.36)* 0.500(4.66)*** 0.050(0.51) 0.365*** 
 外発的満足感 ―0.209(―1.63) 0.243(1.93)＋ ―0.005(―0.05) 0.126* 
自律性小・能力の知覚低群（自律性平均=2.135,能力の知覚平均=1.538, N=52) 
 従属変数＼独立変数 構造づくり 配慮 交互作用 決定係数 
 全般的満足感 ―0.139(―0.97) 0.114(0.80) 0.116(0.94) 0.061 
 リーダーに対する 
満足感 
―0.215(―1.82)＋ 0.522(4.46)*** ―0.118(―1.16) 0.369*** 
 外発的満足感 ―0.240(―1.79)＋ 0.179(1.34) 0.207(1.78)＋ 0.178* 
自律性大・能力の知覚中群（自律性平均=3.827,能力の知覚平均=3, N=75) 
 従属変数＼独立変数 構造づくり 配慮 交互作用 決定係数 
 全般的満足感 0.068(0.58) 0.313(2.75)** 0.104(0.85) 0.130* 
 リーダーに対する 
満足感 
―0.223(―2.17)* 0.515(5.20)*** 0.111(1.05) 0.342*** 
 外発的満足感 0.136(1.10) 0.191(1.55) ―0.125(―0.94) 0.046 
自律性小・能力の知覚中群（自律性平均=2.333, 能力の知覚平均=3, N=93） 
 従属変数＼独立変数 構造づくり 配慮 交互作用 決定係数 
 全般的満足感 ―0.046(―0.50) 0.523(5.57)*** 0.092(1.22) 0.266*** 
 リーダーに対する 
満足感 
―0.232(―2.86)** 0.600(7.22)*** 0.086(1.30) 0.425*** 
 外発的満足感 ―0.324(―3.25)** 0.132(1.29) 0.037(0.46) 0.132** 
     +p<.1,  *p<.05,  **p<.01,  ***p<.001 
 (  )内の数字は t値。(  )内の数字と決定係数以外の数字は標準偏回帰係数。 
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（注） 本研究は応用社会心理学研究所の協力により行った，非正規従業員の雇用環境と働き方に関す
る共同研究の一部を再分析したものです。この共同研究に参加した他のメンバーは，国際経済労働研
究所の八木隆一郎統括研究員，北海道大学の山岸みどり教授，大阪大学の山下京助手，国際経済労働
研究所の田中大介研究員の方々です。 
 
 
 
